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1．はじめに 

 私たちの暮らす地域では行政によって様々な

施策が行われてきた。しかし、地域での社会課

題は増大し、行政だけでは抱えきれなくなって

きている。そこで、本研究では近年グローバル

に注目を集めている投資手法「社会的インパク

ト投資」に注目する。特に、社会的インパクト

投資を地域社会で活用する可能性を明らかにし

た上で地域の持続発展のために寄与する政策提

案を行う。  

2．社会的インパクト投資 

1.1 社会的インパクト投資とは 

 まず、本レジュメ上での社会的インパクト投

資の定義を定めておく。「インパクト投資とは、

金銭的リターンと並行して社会や環境へのイン

パクトを同時に生み出すことを意図する投資で

ある。インパクト投資の場合、投資判断が、従

来のリスク・リターンの二次元評価から、リス

ク・リターン・インパクトの三次元の評価にな

る。」と GSG国内諮問委員会で定義されている。

すなわち、社会的インパクト投資は投資の評価

基準に社会的インパクトを加える、ということ

を示している。 

1.2 社会的インパクトの重要性 

 次に、社会的インパクトの重要性について述

べていく。社会的インパクトとは、SIMI(社会的

インパクトマネジメント・イニシアチブ)による

と「短期、長期の変化を含め、事業や活動の結

果として生じた社会的、環境的なアウトカム」

のことである。また、今まで見られてこなかっ

た社会的価値を可視化し、投資行動の際の社会

的リターン、金銭的リターンの目安にする事が

できるということである。そして、これらの社

会的インパクトを可視化するために社会的イン

パクトを定量的・定性的に把握し、事業や活動

について価値判断を加える社会的インパクト評

価を行うことが重要である。 

1.3 社会的インパクト評価の目的 

 社会的インパクト評価をする目的は主に 2つ挙

げられる。1 つ目は、事業運営や組織の在り方を

改善するという目的である。評価実施にあた

り、活動内容や目標を見直す機会が生じ、組織

の成長や事業に繋げることが可能になる。2 つ目

は、ステークホルダーへの情報開示を行う目的

である。情報開示を行うことで、組織が生み出

した社会的価値が明確になるため、資源提供者

とのコミュニケーションの円滑化や社会的事業

の有効性をアピールすることが可能となる。こ

のように、評価によって事業のアウトカムを正

確に可視化する事ができれば、地域で投資行動

を呼び起こすきっかけになるのではないかと考

えた。 

3．社会的インパクト投資の事例 

3.1 東近江市の事例 

 ここまでは社会的インパクト投資の概要を述

べてきたが、実際に地域が主体で行う社会的投

資の事例を紹介する。社会的投資ファンド「み

んなの奥永源寺 MURASAKI no ORGANIC新商品開

発・販売プロジェクト」は、2 月 28 日に社会的

インパクト投資ファンドの募集を開始。 

「MURASAKIno ORGANIC」の新商品の販売促進を

通じて、絶滅危惧種「紫草」の「種の保存」と

「限界集落の活性化」を「オーガニックコス

メ」の販売という企業活動で達成し、SDGsの視

点を持った人と環境に優しい「地域循環共生

圏」の創造を目指している。 

3.2 事例からの考察 

 上記の東近江市の事例は地域の課題に対して

市民や共感を得た人を巻き込むスキームになっ

ており、オーナーシップを生み出している。オ

ーナーシップを生み出すことで資金提供者であ

る住民の地域課題に対する意識が向上する。 

実際に、地域住民からの出資が多数あり、本質

的な意味で地域内で社会的インパクト投資を活

用した地域内循環を起こせた事例である。しか

し、この事例では明確なインパクト評価基準が

定まっていない現状にある。資金調達を行う前

に、評価の判断基準を定めておくことが理想で

ある。社会的投資を地域で行うためには、地域

住民を巻き込んだ資金調達でオーナーシップを



 

発生させ、インパクトを測るエコシステムが不

可欠であると考える。 

4．実態調査から見える課題 

4.1 実態調査から明らかにできたこと 

 上記の通り、社会的インパクト投資は地域に

とって大きな可能性があると考えられるが、地

域で実際に社会的インパクト投資は進んでいな

い。現状を把握し、社会的インパクト投資が進

まない原因に対して仮説をたてるため、政令指

定都市を含む全市町村及び東京 23 区を合わせ

た、全国 1741 の基礎自治体を対象にアンケート

調査を行った。 

 国債や信託投資などに資産（基金など）やス

トック（遊休資産）を運用しているか、という

設問に対して 40.9％の自治体が運用していると

答えた。また、運用している自治体を財政力指

数と人口総数で分布分析した結果、図 1の様に財

政力が弱く、人口 5万人以下の自治体ほど運用を

積極的に行っている事が明らかになった。 

 
【図 1】資産を運用している自治体の財政力指数と人口

総数の散布図（筆者作成） 

しかし、運用実態をみると、国債や地方債な

どの元本保証された債券の運用が 60.4％を占め

る。この数値は、地方自治法や地方財政法の影

響を受けていると考えられるが、マイナス金利

政策において、これらの運用が効果的とは言い

難い現状が明らかになった。また、調査の結果

から社会的インパクト投資について関心のある

自治体は 34％存在するが、実際に社会的インパ

クト投資に取り組んでいる割合はわずか 3％であ

る。つまり、社会的インパクト投資について関

心があるにもかかわらず、取り組めていない現

状がある。取り組みを妨げている要因に、正確

なインパクトの測定が難しいという社会的イン

パクト評価の困難性も指摘されていた。 

5．政策提案 

5.1 地域の持続可能性のための資金活用 

 従来、国債や地方債に運用していた資金を地

域の事業に社会的インパクト投資として活用す

ることで、様々な便益が地域にもたらされると

考えた。国債購入で地域外に流出している資金

量は 2013 年では 6 兆円に上る。これらの一部を

地域内の社会的事業者に投資する事で地域内で

資金循環が可能になり、創出された社会的イン

パクトが地域内の社会的な収益となり結果とし

ての行政コストの削減になる。また、地域の社

会的事業に住民を巻き込むことで自治へのオー

ナーシップを発生させ、事業を地域で応援する

ことで地域力の向上につながる。 

5.2 第三者評価機関による新たな評価手法 

 この様な仕組みを成功させる為には、事業者

がインパクトを大きく見せようとして正確なイ

ンパクトの測定が難しくなる事を防ぐ必要があ

る。そのためには第三者評価機関が厳格な評価

を行うことが必要である。インパクト評価にお

いては定性的、定量的の両面から評価する必要

があり、その為の手法の一つとしてポイント制

を提案する。インパクトを難易度で段階分けし、

それに応じたポイントをつける。これにより簡

単なインパクトを積み上げて評価を大きく見せ

ようとすることを防げる。しかし、事業実施地

域によってインパクトは変化することをどう織

り込むかも重要な論点である。ソーシャルイン

パクトと同時に「ローカルインパクト」の測定

手法の開発も急務の課題である。 

6．おわりに 

 地域社会での社会的インパクト投資の活用に

おける、資金循環の課題は上記にあげている行

政の資金運用のみではない。例えば、地域金融

機関も同じように資金を低金利の域外債権に投

資している現状がある。また、東近江の事例の

ような地域住民自身の投資環境を整えていく必

要がある。そういった社会的インパクト投資を

取り巻く地域内でのエコシステムを構築、デザ

インすることが、地域社会の持続可能性につな

がる可能性を秘めているといえるのではないだ

ろうか。 
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